
第３２号 

１ 

発行所 〒212‐0024 川崎市幸区塚越2‐225 発行責任者 松木 茂夫 

令和3年 

発行日2021年6月1日 

   ！！今年度も定例総会中止 苦渋の決断！！ 

松木支部長 

■ 開催延期のお知らせ（学員時報掲載） 

全国支部長会議・定時協議員会・定時学員総会 

5月21日（金）・22日（土）に予定しておりまし

た、2021年度中央大学学員会全国支部長会議・定時

協議員会・定時学員総会は、新型コロナウイルス感

染症が拡大している状況を受け、学員の皆様の健

康・安全面を第一に考慮し、延期されることが決定

しました。 

今後の詳細については、次回学員時報（7月号）等

で案内する予定です。 

 新型コロナウイルス感染症が

依然として拡大しており収束状

況が不透明な中、会員の皆様い

かがお過ごしでしょうか。生活

環境が一変して一年以上にわた

り不自由な生活を強いられてい

るものと拝察しております。 

変異型ウイルスの拡大で収束状

況は依然として不透明な中にあって、3/25オリンピッ

ク聖火リレーが、感染対策を講じて緊張の中福島から

開始された。オリンピック・パラリンピックが無事開

催され終了することを心から祈るばかりです 

今後、緊急事態宣言・まん延防止特別措置等が解除

されたとしても、ウイルスそのものが収束するわけで

はないので、ウイズ・コロナ時代への新しい生き方を

模索する必要があります、政府と企業・そして、我々

一人一人がコロナ禍にどう向き合い、具体的な行動に

移していくかがますます重要となってきました。 

私たちは「三つの密」を避け、「高リスの5場面」

を守りつつ、感染するリスクの軽減に心掛けていきた

いと思います。一日でも早く安心した生活ができるよ

うなれば良いと願っています。ワクチン接種も医療関

係者、65歳以上の高齢者から始まりましたが、全員に

いきわたるまでにはかなりの時間が必要であると考え

られます。 

昨年度に引き続き、今年の支部活動は総会・役員

会・各種行事等全て中止と決定しました、参加者の安

全と安心を最優先で考えての苦渋の決断でありまし

た。 

三役会・役員会は原則メールでの書面審議とし対面

を避けての実施を心掛けています。 

また、大学・学員会等の各種行事も延期や中止が継続

されております。一日でも早く平常に戻ることを祈る

ばかりです。 

一方で、関東地区大学準硬式野球選手権大会決勝戦

（3/25）で中央大学は國學院大學に7-6で競り勝ちし

優勝しました。久々の明るい話題に英気をもらいまし

た。 

ウイズ・コロナ時代になり、見えないウイルスと共

存していかなければならず、オンライン・インター

ネット・キャッシュレス等の利用を現実として受入

れ、新しい生活様式の定着の為、私達自身にも大胆な

意識改革が必要となったのではないでしょうか。 

このような環境下で会員相互の交流・情報交換等を

どうすべきか悩みましたが、「三つの密」を避けて、

唯一の方法として支部会報の発行（6/1発行第32号・

12/1発行33号）と支部Hpの継続を実施する事と致しま

した。 

会報発行に際し、森山功相談役には会報の構成・印

刷を岩渕義昭事務局長には発送作業をお願いし、ご苦

労をおかけしましたが無事皆様方にお届けすることが

出来ました。 

原稿の寄稿等でご協力いただきました会員の皆様に

心から感謝申し上げます。 

今後共会員皆様方の積極的な原稿の寄稿をお願い致

します。大石克義副幹事長にはHp掲載等ご協力に御礼

申し上げます。 

幸いなことに当支部会員から新型コロナウイルスに

感染されたとの報告はありませんが、見えないウイル

スとの闘い油断は禁物です。 

自粛生活も2年目になりますが、変異型ウイルｽが猛

威を振るい始めましたので体調を崩さないよう十二分

に健康にご留意され、早い時期にお会いできる日を楽

しみにしております。以上 

支部長 松木 茂夫 
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2021年（令和3年）総会資料（書面）  

定時総会・学術講演会・懇親会中止  2021年5月吉日 

               中央大学学員会川崎支部（かわさきと共に歩む川崎白門会） 

第一号議案  2020年度事業活動報告（案） 

   ①新型コロナ感染症により総会はじめ役員 

    会‣諸事業活動は中止。 

②会報発行（第30号‣31号）‣Hp継続掲載。 

第二号議案  2020年度収支報告（案） 

   ①会報発行費用‣通信費‣事務用消耗品費‣ 

    箱根駅伝寄付等支出 

第三号議案  2021年度事業活動計画（案） 

 ①新型コロナ感染症の収束が不透明であ
り、諸活動の制約があるため前年度
（2020年度）の活動計画を踏襲し、いつ
でも開催可能な状態としておく。 

 ②会報発行予定（第32号‣33号）‣Hp継続掲
載予定。 

第四号議案  2021年度収支予算（案） 

①三号議案と同様収支については前年度 

（2020年度）同一として計画 

第五号議案  役員改選の件（案） 

①改選期でありますので現在役員の再任を
お願いしたいと考えます。 

②新役員一覧表添付済 

第六号議案  その他 

①新型コロナ感染症が不透明な中、会員の
皆様方に置かれましてはご健康にご留意
されお過ごしください。安心してお会い
できる日を楽しみにしております。 

                        
以上 

第１号議案 
第2号議案 
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2020年度事業活動報告（案） 
2020年度収支報告（案） 



第3号議案 第4号議案 

第5号議案 役員改選の件（案） 

第6号議案 

その他 会費納入者数 １０２名 
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2021年度事業活動計画（案） 2021年度収支予算（案） 
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中央大学「川崎支部 かわさきと共に歩む川崎白門会」を支援します（卒年順に掲載） 

協親自動車（株）顧問 
 川崎市高津区北見方3-8-5 

 松木 茂夫 （昭和44年卒） 

中央大学評議員・学員会常任幹事 

オフイス１９ 

人生100年 皆様囲碁をどうぞ 

（044-932-1035）         

酒巻 忠雄（昭和39年卒） 

光洋重機建設（株） 
（川崎区田島町13‐13） 

代表取締役 光常 武二 

（昭和43年卒） 

ＮＰＯ自転車環境創造ネットワーク  

 (東京都港区芝大門2-1-18）   

理事長 森山 功 

（昭和40年卒） 

アイコンテクノ（株） 
（町田市森野１-37-10） 

代表取締役会長 金子 和夫 

（昭和34年卒） 

東京エクセル法律事務所 
弁護士 石渡 光一 

（昭和36年卒） 

電話03‐3503‐0921 
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（記
・・松
木 

茂
夫
） 

わが支部会員の伊藤弘さん（川崎市副市長）が今年１月１５日付け

「読売新聞」の「本とわたし」に取り上げられましたのでご紹介し

ます。 

読売新聞（１月１５日号２６面地域版） 



中央大学「川崎支部 かわさきと共に歩む川崎白門会」を支援します（卒年順に掲載） 
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《囲碁出題》 

黒番です。白を殺す手は？ 

《囲碁・クイズ》 

史上最年少10歳０か月入段

で話題の仲邑董二段のお父

さんの職業は？ 

イ）教員 ロ）スポーツ選

手 ハ）囲碁棋士 

 

出題者～酒巻 忠雄 (８段)昭和39年卒 解答は8面） 

★ 酒巻忠雄の囲碁クイズ ★ 

！！箱根駅伝すべての選手に感謝・感謝！！ 

第97回東京箱根間往復大学駅伝は、新型コロナウイ

ルス感染対策を選手等関連の人達に徹底し、沿道で

の応援も自粛を呼びかけられ実施された。 

当支部は例年、往路は川崎中央郵便局前、復路は稲

毛神社前でのぼり旗を何本も立て応援していたが、

今年は自粛し、各家庭でのテレビ応援にて実施し

た。 

往路優勝の創価大学（出場4度目）や復路優勝の青山

大学（往路でまさかの12位）そして駒沢大学の大逆

転総合優勝（10区最後2Kmでの一気加速：復路逆転の

駒大復活）と往路復路共波乱の連続であった。 

一方我が中大も選手たちの頑張りで大きなドラマが

あった。往路１区後半での出遅れが響き、最後まで

修復できず予想外の結果となった。復路は一斉ス

タートであったが、6区から徐々に順位を上げ、最終

10区で３位になり、総合成績は12位に躍進した。し

かし、あと一歩で残念ながらシード権確保ならず、

今年も予選会からの出場となった。Ｃマークはあま

りテレビには映らず、ハラハラドキドキのテレビ観

戦であった。 

藤原正和監督の話「１区で予想外に出遅れた。シー

ド落ちを定位置にしてはいけない。速いだけでなく

強い選手を造らないと」新型コロナウイルス感染症

が猛威を振るう中、開催も危ぶまれた異例ずくめの

箱根駅伝、よく言われてるように「スポーツは筋書

きのないドラマ」正に、見ごたえのあるドラマで

あったように感じた。 

感動的な戦いぶりを見せてくれた、出場大学すべて

の選手達に「ありがとう」・「感謝・感謝」の言葉

を贈りたい。又中大選手諸君には「感謝・感謝」の

言葉と共に、来年こそみんなの夢を実現してほしい

と思います。 （記：支部長 松木茂夫） 

 

≪参考≫ 

総合成績 

（総合距離・217.1Km）（往路成績） （復路成績） 

1.駒 大  10.56.04   （3）  （2） 

2.創価大  10.56.56   （1）  （5） 

3.東洋大  11.00.56   （2）  （9） 

4.青学大  11.01.16   （12）  （1） 

5.東海大  11.02.44   （5）  （10） 

6.早 大  11.03.59   （11）  （4） 

7.順 大  11.04.03   （7）  （8） 

8.帝京大  11.04.08   （4）  （11） 

9.国学院大 11.04.22   （9）  （6） 

10.東京国際大 11.05.49  （6）   （12） 

11.明 大 11.06.15   （14）  （7） 

12.中 大 11.07.56   （19）  （3） 

13.神奈川大 11.08.55  （8）   （14） 

14.日体大  11.10.24  （15）  （13） 

15.拓大   11.10.47  （10）  （16） 

16.城西大  11.11.20  （13）  （15） 

17.法 大  11.13.30  （16）  （17） 

18.国士舘大 11.14.07  （17）  （18） 

19.山梨学院大 11.17.36 （18）  （20） 

20.専 大   11.28.26 （20）   （19） 
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皆さま初めまして中村憲剛です。 

今回、川崎⽩⾨会の会報誌に私の記事を掲載いた
だく機会をいただきありがとうございます。 

今年の1⽉1⽇の天皇杯決勝を最後に18年間のプロ
サッカー選⼿⽣活終え、早くも半年ほどが経とうと
しています。現役時代の⽇々も
忙しく過ぎていきましたが、こ
の半年はまた違った意味で忙し
く過ごさせていただいていま
す。 

今回、記事掲載にあたりどんな
ことを皆さまにお伝えようか考
えました。そこで考えたのが、
私のこれまでと現在の活動につ
いてお伝えさせていただこうと
いうことです。それではしばし
の間お付き合いいただければと思
います。 

■ 最底辺からのスタート 

私は、都⽴久留⽶⾼校（現：都⽴東久留⽶総合⾼
等学校）からスポーツ推薦で中央⼤学に⼊学しまし
た。スポーツ推薦と⾔うとサッカーエリートのよう
に思われるかもしれませんが、決してそんなことは
ありませんでした。精鋭が集まるサッカー部の中
で、私は最底辺からのスタートでした。フィジカル
はもちろん、プレーもまったく通⽤せず、本当に泣
きたくなる⽇々でした。そんな状況でもやる気を失
わなかったのは、⼤学でサッカーを続けるという希
望が叶い、環境を整えてもらっていたからで、それ
を⾃分から捨てるという選択肢はなかったです。そ
れからの⽇々は、ライバルとなる同期や先輩たちを
⾒て、「何で上回ればいいのか。どういうプレーを

すれば彼らを超えられるのか。」と来る⽇も来る⽇
も考えて、練習に打ち込みました。その結果、1年⽬
は公式戦の出場は出来ませんでしたが、⼤学サッ
カーのスピードに慣れ、⾃分のプレーができるよう
になっていき、2年⽣の秋にはレギュラーの座をつか
むことができました。 

■ まさかの２部降格 

その年の関東⼤学サッカーリーグ1部で
3位となり、インカレにも出場すること
ができ、3年⽣になって10番を背負い、
さらなる⾶躍を誓いましたが、厳しい
現実も⽬の当たりにしました。メン
バーは揃っていたのですが、びっくり
するほど勝つことができず、中央⼤学
学友会サッカー部初の2部降格。2部降
格が決まったときの光景が今でも忘れ
ることができません。そして最終学年
ではキャプテンに就任にしました。1年

での1部復帰は⽬標ではなく、義務でした。初めて臨
む2部でいかに戦い、どのようなチームをつくってい
くか、みんなが同じベクトルの向きで戦えるように
しようと話し合い、全員がチームに関われるよう
に、いくつもの係(仕事)を新たに作り、振り分け、部
への忠誠⼼、帰属意識を持たせるようにしました。
強制⼒はありませんでしたが、同期と後輩たちの協
⼒により、学⽣主体の改⾰を推し進めることが出来
ました。それにより部内ではこれまで以上にコミュ
ニケーションを取る機会が増え、チームには⼀体感
が⽣まれました。リーグ戦が始まると前期から⾸位
を独⾛。それでも、1部昇格が⽬前に迫ってくると、
プレッシャーもあって⾜踏みし、後期の終盤には2位
へ後退、最終節の1位⽇本⼤学との直接対決を迎えま
した。 

！！この度、中村憲剛様よりご寄稿文を頂きました。！！ 

中村憲剛氏 



■ １部復帰へ 

平成14年10⽉26⽇、埼⽟県川⼝市⻘⽊町公園総合運
動場での試合は、今でも鮮明に覚えています。悪天
候、そして開始早々こちら側に退場者が出て、10⼈に
なる不測の事態に陥りました。そんな状況でも1年間
積み上げてきたチームは崩れませんでした。すぐに頭
を切り替え、守りを固めてカウンターを狙う作戦へシ
フトしました。結果、私⾃⾝も1得点2アシストのパ
フォーマンスで3-1の勝利に⼤きく貢献することがで
き、1年での1部復帰を果
たすことができました。 

■ プロの世界へ 

⼤学4年時は、リーグ戦
を戦うと同時に就職活動
も⾏います。ただ私の場
合は、⼀般企業への就職
活動ではなく、プロサッ
カー選⼿になるための就
職活動でした。とは⾔っ
てもスカウトがあるわけ
ではなく、たまたまコー
チが、川崎フロンターレ
に知り合いがいたのでお
願いして、練習に参加さ
せてもらいました。練習
に参加して3ヵ⽉くらい、
合否の通知はありません
でした。その間、他のチームに⾏くのも失礼かなと思
い、活動はしませんでした。 

何より川崎フロンターレの雰囲気が良かったし、当
時はＪ2だったので試合に出られる可能性も⾼いだろ
うと思い、できればここに⼊りたくて、ひたすら連絡
を待ってました。合格の内定は、⼤学のリーグ戦でフ
ロンターレ関係者が⾒に来てくれていた時に、直接聞
く事ができました。やった！と喜ぶよりも、ホッとし

たという感じでした。 

■ 悔しい思いがバネに 

プロになってからの私は、最後の1，2年の華々しい
印象が強いかもしれませんが、悔しい思いをしている
時間のほうが⻑かったです。また、川崎フロンターレ
とともに成⻑することの出来たプロ⽣活だったとも⾔
えます。⼊団したころは、等々⼒陸上競技場に3千,4千
⼈しか⼊りませんでしたが、地域密着を掲げ、歩み続

けた結果、今では本当
に た く さ ん の サ ポ ー
ター、スポンサーに応
援してもらえるように
なりました。これは先
輩たちから始まり、川
崎フロンターレをいい
クラブにしたい、川崎
市に貢献したいと思う
クラブ、サポーター、
スポンサーのみんなが
同じベクトルを向いた
結果だと思います。フ
ロ ン タ ー レ に ⼊ る 前
は、プロはサッカーだ
けをやっていればいい
と思っていました。で
もフロンターレに⼊っ
てそうじゃないことに

気付くことが出来ました。多くの⽅と接し多くのもの
を学んだことで今の私があると思います。 

■ １８年間の選手生活に感謝！ 

フロンターレに拾ってもらって⼼から良かったと
思っていますし、18年間感謝の気持ちしかありませ
ん。 

そして選⼿としての18年間で、⾝体の⼩ささや⾝体
能⼒はハンデじゃないということを証明できたと思っ
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① 黒Bで白死にです 

 ② ハ 囲碁棋士   

（仲邑信也九段） 

（問題は5面） 

ています。⾝体も華奢で強くない私が、⽇本代表にな
り、36歳でＪリーグMVPを受賞し、多くのタイトルを
獲得することができました。だからこそ皆に可能性が
あると思っています。その可能性に⾃らフタをせず、
全て⾃分にベクトルを向けて、1⽇1⽇頑張れば必ず道
は開けるということを証明できたプロ⽣活でした。 

引退して約半年、ありがたいことに現役時代並みに
忙しい⽇々を過ご
させてもらってい
ます。現役の時と
違 っ て 実 際 に プ
レーをしているわ
けじゃないので体
に負荷はかかって
いませんが、頭が
疲れます。あと今
はほぼ何もわから
ない状態で収録現
場 や 撮 影 現 場 に
⼊っているので、ある意味現役時代には使わなかった
気遣いも必要で新鮮な経験をさせてもらっています。
すごく刺激的で、得るものは多いです。 

そして引退後の主な活動として育成年代に関わって
います。私が主催するサッカースクールKENGO Acad-
emyを始め、フロンターレのアカデミー、⽇本サッ
カー協会・ロールモデルコーチとして関わっている⽇
本代表のアンダーカテゴリーと多くの機会をいただ
き、刺激的で学びのある⽇々を送っています。育成年
代へ関わりたいと思った理由ですが、現役を続けてき
た中で、後輩たちにいろいろとアドバイスを送りなが
ら成⻑を⾒守ってきました。その中で後輩たちに伝え
てきたアドバイスをプロになる前段階の育成年代の選
⼿たちにも伝えられたらなと考えたからです。 

本格的に現場で指導をし始めて、まだ数か⽉ですが
様々な気づきがありました。現場に⽴つ上で⼀番に気
をつけていることは、私の話が絶対になってはいけな

いということです。私の話はあくまでもヒントであっ
て、それを⼦どもたちがどう受け取るかということ。
だから、「〜しなければならない」と⾔わないように
しています。 

そして⼦供たちの可能性はやっぱり無限⼤だという
ことを改めて感じました。ちょっとした声掛けで、驚
くような変化を⾒せてくれます。現役の時とは違う楽

しみを、育成年代
に関わる中で感じ
ることが出来て本
当に⾃分は幸せだ
なと思います。 

現役を引退し、環
境も変わり、仕事
の内容も変わりま
した。これまで以
上に⼤きな壁にぶ
つかることもこれ

からきっとあると
思います。でも、現役時代と同じように⾃分に期待し
て、⽇々全⼒で過ごしながらその壁を乗り越えて理想
の⾃分に向かって成⻑していきたいと思います。 
「感謝の気持ちを持って、世の中に感激・感動を与
え続ける」 

これからは、私をここまで導いてくれたサッカーに感
謝の気持ちを持って、この34年間で得た、培った経験
を多くの⽅に「恩返し」として届けていけたらと思っ
ています。 ※編集部より 川崎フロンターレの応援

をしましょう。                    
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